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1.研 究 目的

本研究の 目的は, 韓國の舞踊教育の現状をふま

えて, 韓國の普通教育における創作ダンス授業の

活性化をはかるために, 創作ダンスの修行を検討

しようとすることにある。

今回は創作ダンスの授業を履修 した舞踊學科學生
の反応を中心に考察を行な う。

2.研 究方法

(1)教 育制度及び指導要領の學習内容, 學生の

ダンス経験調査(1989年)の 分析から韓國の

舞踊教育の現状把握を試みた。

(2)大 學において創作ダンス指導法(前 期9

回, 後期9回, 1年 合計18回)の 授業を2

年間(1992年 度, 1993年 度)實 践 し, 受講 し

た學生64名(舞 踊學科學生)を 封象にアン

ケー ト調査を行なった。

アンケー ト調査は前期9回 めの授業終了後に行

なった。

3.韓 國の舞踊教育の現状

(1)韓 國の舞踊教育の制度と學習内容

韓國の學校教育において舞踊學習は膿育教科内

で行なわれて, 小學校は 「リズム及び表現運動」

中學校, 高等學校は 「舞踊」として行なわれてい

る。初.中.高 校がすべて1年 間を通 じて週1回

(45-50分)舞 踊授業がある。また専門家の養成

を目的にする芸術高校8校 は舞踊學科を有する30

余個の大學(7割 の大學が修士課程, 博士課程10

余大學を有 している)が あり, それらの教育機關

では, 現代舞踊, 韓國舞踊, バ レエの各専攻に別

れて指導され, 毎年1500人 余の卒業生を輩出 して

いる。

(2)韓 國の普通教育におけるダンス指導の實態

(1)學校で経験 したダンス種 目 〈一般大學生N
=88複 数回答〉

一般大學生を封象にしたダンス経験調査の結

果(1989)か ら韓國の舞踊學習内容を考察する。

小學校: 第1位 か ら順にあげると, 韓國伝統

舞踊(19.3%), 韓國民俗舞踊(17.0

%), フォークダンス(13.6%)で あ

り, 'これらはほとんど運動會で経験

したものであった。 したがって, 小

學校のダンス學習は普通の授業では

あ ま り行 な わ れ て お らず, 運 動 會 で

の マ'スゲ ー ム と して ダ ンス経 験 に終

わ っ て い る。

中學 校: 第1位 か ら順 に あ げ る と, フ ォー ク

ダ ンス(30.7%), エ ア ロ ビ クス ダ

ンス(30.7%), 創 作 ダ ンス(21.6

%), 韓 國伝 統 舞 踊(13.6%), バ レ

エ(13.6%), 韓 國民 俗 舞 踊(12.5%)

で あ っ た。 フ ォー ク ダ ンス とエ ア ロ

ビ ク ス ダ ン ス で60%を 占 め て い る

が, 小 學 校 よ り授 業 で ダ ンス 指 導 が

行 なわ れ て お り, また 創 作 ダ ンス は

21.3%の 人 が 経 験 して い る。

高 等學 校: 第1位 か ら順 に あげ る と, 創作 ダ

ンス(34.1%), エ ア ロ ビ ク ス ダ

ンス(33.0%), 韓 國伝 統 舞 踊(31.8

%), フ ォー クダ ンス(28.4%), 

韓 國民 俗 舞 踊(27.3%)で あ った。

創 作 ダ ンス は34.1%の 人 が 経験 し

て い る が, 型 の あ る舞 踊 學 習経 験

が 中心 に な っ て い る。

小・ 中・ 高 で の経 験 を あわ せ た 結 果 は, 第1位

が フ ォー クダ ンス, 第2位 が エ ア ロビ クス ダ ンス

第3位 が韓 國伝 統 舞 踊, 第4位 が 韓 國 民 俗 舞踊, 

第5位 が バ レエ, 第6位 が社 交 ダ ン スで あ った。

全 農 的 に は 創作 ダ ソス は あ ま り行 な わ れ て い な い。

(2)これ か らや って み た い ダ ン ス種 目

大 學 生 が これ か ら や っ て み た い ダ ン ス 種 目

は, 第1位 か ら順 にみ て い くと, エ ア ロ ビ ク

ス ダ ンス(47.7%), デ ィス コ ダ ン ス(42.0

%), 韓 國 伝 統 舞 踊(34.1%), モ ダ ン ダ ンス

(21.6%), バ レエ(18.2%), 社 交 ダ ンス

(18.2%), ジ ャズ ダ ンス(17.0%), フ ォ ー

クダ ンス(15.9%), タ ップ ダ ンス(13.6%)

で あ った。

この結 果 か ら, 大 學 生 は健 康, 娯 樂, 趣 味 を 目

的 に して, い ろ い ろ な ダ ンス の 中か ら 自分 の 好 き

な ダ ンス種 目を選 揮 して, これ か ら も ダ ンス を 生

活 の 中 で 樂 しん で い こ う と して い る傾 向が うか が

え る。 しか し創作 ダ ンス を選 ぶ 學 生 は いな か った。

4.授 業 内 容 と履 修 生 の反 応

(1)授 業 内 容(1992～3)

授 業 内 容 は, 前 期(1-9回)は 教 師 に よ るい

ろ い ろ な 動 きの テ ー マ に よる即 興 表 現 と創 作 及 び

各 自の ソ ロ作 品 創作, 護 表, 後 期(10-18回)は

教 職 科 目輩 位 とな るの で, 學 生 自身 に よ る指 導 實

践 を 中 心 に した 授 業 形 態 を とっ て い る。 最 後 に グ

ル ー プ作 品 の 創 作, 襲表 を行 な う。

授 業 時 間 は1回90分。 舞踊 學 科 の學 生 は各 自の 専

攻(バ レエ, モ ダ ン ダ ンス, 韓 國舞 踊)の 授 業 に
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おいて, 技術的には十分に訓練されており身膣は

よく動 くが, 自由に各 自の作品創作を行な う経験

はあまりしていない。

(2)履 修生のダンス経験「小 ・中 ・高のダンス

授業において経験 した内容-

(1)小 學校では, 韓國舞踊16名(25.0%), エア
ロビクス6名(9.0%)で, この種 目は運動

會のための行事で経験された。
(2)中 學校では, エアロビクス14名(21.0%), 

バ レエ9名(14.0%), 韓: 國舞 踊7名

(10%), フォークダンス4名(6.0%), 創

作ダンス5名(7.0%)の 順位であった。

(3)高 校では, 韓國舞踊22名(34.0%), バ レエ

21名(32.0%), モダンダンス20名(31.0

%), 創作ダンス4名(6.0%), エアロビク
ス3名(4.0%)で あり, 経験無 しが8名

(12.0%)で あった。

以上の結果より, 創作ダンスの授業をあまり経

験 していないことが明らかになった。

また自由記述内容からは, 小.中.高 の教師は

技術中心のダンス指導をしていることが明らかに

なった。

5.創 作ダンスの授業を通 して身につけた能力 ・

態度(履 修生64名, 自由記述)

創作ダンス前期9回 受講後の反応は, 創意 ・

工夫能力の向上35名, 活動欲求の向上12名, 知的

能力の向上11名, 協力的態度の向上6名 の順位で

あり, 9回 の授業を通 して, 創意 ・工夫能力, 知

的能力, 協力的能力が向上 し, 創作ダンスに封す

る興味 ・関心が高まったことが明らかになった。

-結 論-

本研究の結果, 創作ダンスの反応が時に學生の

創意 ・工夫能力の向上 と活動欲求に大きく影響を

與えていることがわかる。それは今まで経験 して
いない新 しい経験を通 して慣れていない表現力や

知的の世界を体験できるといえるでしょう。

しかし, これからの研究課題については, 今回

の研究では, 履修生を中心に自由記述のアンケー

ト内容から考察をしたが, 次には, さらに授業評

債による形成的授業評債を利用 した授業研究など

を進行していこうとする。
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